



Application to the atomic-bomb radiation dose study of rock samples collected  
in the early survey of the Hiroshima atomic bomb
Kiyoshi SHIZUMA1 and Taiki SATO2
要旨：広島原爆が投下されたあとの 1945 年（昭和 20 年）10 月から 12 月に原爆災害の岩石学的調査が行われ，岩
石資料の収集が行われた。広島大学ではこれらの被爆資料がそのまま保管されていたので，40 年後の昭和 63 年以
降，原爆中性子線量評価と広島市内にのこる原爆のフォールアウトの調査に使用された。被爆資料中に生成された
中性子誘導放射能，152Eu および 60Co を測定することにより，現在では資料の収集が不可能な爆心地周辺原爆中性
子線量を決定する貴重なデータを提供した。また，戦後の核実験によるグローバルフォールアウトの影響を受けて
いないので広島市内における原爆フォールアウトの被爆者に及ぼす被曝線量を推定することができた。これらの資
料は平成 24 年 3 月に広島大学総合博物館に寄託された。
キーワード：広島原爆，岩石資料，残留放射能，フォールアウト，被爆線量評価
Abstract: In September 1945 after detonation of the atomic bombs at Hiroshima and Nagasaki, a special investigation 
committee was organized by the National Research Council of Japan. The purpose of the committee was to study 
scientific, engineering and medical aspects of the atomic bomb catastrophe. In the geological and geographical field, in 
situ observation and sampling were performed from October to December in 1945. Many stones, bricks, roof tiles and 
ceramic products near the hypocenter were collected, which provided information on the effects of heat on various 
substances. Since then these samples have been preserved without disturbance at Hiroshima University, and have played 
an important role in the evaluation of atomic-bomb radiation studies through the measurement of residual radioactivities 
of 152Eu and 60Co, and fallout of 137Cs. These samples were consigned to the Hiroshima University Museum in 2014 for 
peace education and to serve peace education.
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Ⅰ．はじめに
１．原爆災害の初期調査









調査は 1945 年（昭和 20 年）10 月 11～13 日に行われ，
その後，長崎について 10 月 15～19 日に調査が行わ
れた。さらに，1948 年（昭和 23 年）5 月 7 日に渡辺，






1 広島大学工学研究院特任教授；Special Appointment Professor, Hiroshima University
2 広島大学総合博物館；Hiroshima University Museum






































る。花崗岩に含まれる石英（α 石英）は 573℃で β 型
石英に転移するとき膨張効果により花崗岩の表面が弾
け飛ぶ剥離現象が起こる（小島，1977）。岩石学調査































うために米国学士院のもとに昭和 22 年（1947 年）に
原爆傷害調査委員会（ABCC）が広島と長崎に設立さ
れた （放射線被爆者医療国際協力推進協議会， 1992a）。
ABCC では被爆生存者 12 万人 （広島で 8.2 万人， 長崎
で 3.8 万人）について疫学的追跡調査を継続している
（放射線被爆者医療国際協力推進協議会，1992a）。
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て中性子線量測定の実験が行われた。ガンマ線の測定
には 60Co（1200 Ci）が使われた。これらの結果から




た。ハンフォード核施設の被曝労働者（2 万 8 千人）
の調査から放射線のリスクは国際放射線防護委員会










た（Whalen P. P., 1987）。1981 年，5 月に広島・長崎
の原爆線量に関する第 1 回日米合同ワークショップ
が開催され，以後，1986 年 3 月の広島で最終会議ま
で 5 回の日米合同ワークショップが開催されて，
1987 年に新線量システム DS86 （Dosimetry System 
1986） （RERF, 1987）が決定された。DS86 では広島





　DS86 の未解決問題として残留放射能 60Co の測定値
と計算値の不一致が見られた（Kerr et al, 1987）。また，
計算が中心で残留放射能測定データとの比較はあまり
行われなかった。その頃から，新しく熱中性子誘導放
射能として 152Eu や 36Cl，速中性子誘導放射能として





























しいと南さんと添田先生に伝えた。12 月 18 日に標本
が出てきたと連絡があり，12 月 22 日に葉佐井先生と
標本を確認した。倉庫の中から木箱で 14 箱，別の部















　1992 年 12 月 5 日に秀先生から葉佐井先生へ岩石資
料について連絡があった。1987 年に理学部から工学
部に移した 17 箱の他にもう 1 箱秀先生が保管されて
いた被爆資料に関するものであり，以下に要約する。
 ・ この木箱（モロブタ）一箱の標本は本来，17 箱の
標本と一そろいのものである。
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標本は結局そのままで，授業にも使われず，公開も
展示もされないままで秀先生の定年退官を迎えた











































　秀先生のフィールドノートによれば昭和 20 年 10
月から 12 月にかけて合計 7 回の調査が行われてい
る。フィ－ルドノートの一部（第 2 回調査の記録）を




第 1回調査　日時：昭和 20 年 10 月 27 日
　広島駅から山口町（現，銀山町），福屋，忠霊塔，
護国神社までの経路で調査が行われた。調査地点には











第 3回調査　日時：昭和 20 年 11 月 5 日
　前日（11 月 4 日）に引き続き，横川駅から出発し，
59広島原爆の初期調査で収集された被爆岩石資料とその原爆放射線研究への利用 
























































第 7回調査　日時：昭和 20 年 12 月 3 日














8 ヶ所であった。調査経路と観測点を図 8 に示す。
　秀先生のフィールドノートにはその後，1948 年（昭
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４．被爆岩石資料
　岩石資料には秀先生の番号（HK45102708 など）の

























　昭和 20 年 8 月 6 日に広島に原爆が投下された後，
8 月 8 日に理化学研究所の仁科芳雄は陸軍調査団とと




た。8 月 10 日には大阪大学調査団，京都大学調査団
が広島に入り，初期調査を行った。9 月以降は日本学
術会議の調査団が発足し，広島・長崎において詳細な
調査が行われた。また，米国の調査団も 9 月～11 月
にかけて広島・長崎の調査を行った。
　これらの初期調査において広島では爆心付近と爆心
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表 1　理学部岩石学教室の被爆岩石資料
新番号
（箱-No） 資料に付された番号 資料に書かれた内容 材　　　　料 フィールドノートの記録
1-1 HK45102708ABH 福屋の西　No.1 平瓦 あり
1-2 HK451202 広島大本営跡 平瓦 なし
1-3 ABH1 花崗岩 なし
1-4 ABH2 陶器 なし
1-5 AH3 瓦のかけら なし
1-6 HK4510511 ガイシのかけら なし
1-7 HK45121120 野ケ 瓦のかけら なし
1-8 瓦のかけら なし
1-9 AH51, 52 玉砂利 7 個 あり
2-1 HK45110406 タイル 4 枚 第一銀行便所
2-2 ABH11 住友銀行左側 コンクリート壁 なし
2-3 HK45110408 日本貯蓄銀行 セメントのカケラ セメント防火水槽
2-4 HK45110404 紙ヤ町　線タウタケ西 赤いタイル 大同生命
2-5 HK45110405 05 に 14 と重ね書き 紙ヤ町　 赤いタイル
2-6 HK451104 安田生命　台ノセメント セメント あり
2-7 HK45110404 紙ヤ町 赤いタイル なし
2-8 HK45110405 05 に 14 と重ね書き 安田生 コンクリート 安田生命
2-9 広島地方裁 赤煉瓦 なし
2-10 ABH 花崗岩タイル 2 枚 なし
2-11 花崗岩 なし
2-12 木製の握り なし
2-13 ABH15 花崗岩の台石 なし
3-1 45110408 大手町　日本貯蓄銀行 コンクリート、モルタル セメント防火水槽
3-2 HK45110407 日本生命 花崗岩 あり
3-3 45120306 大手町 瓦のかけら あり
3-4 HK45110412 警察（大手町） タイル 千代田生命
3-5 ABH17 タイル なし
3-6 レンガ なし
3-7 HK451130 大手町 タイル なし
4-1 HK45110414 ABH10 爆心部ノ寺 白いタイル 5 枚 「爆心」のみ
4-2 HK451105 清病院当南端直立 タイル 1 枚 なし
4-3 ABH13 石のカケラ なし
4-4 石のカケラ なし
5-1 HK45102711 忠霊塔 玉石 7 個 あり
5-2 KH491109 忠 玉石 7 個 なし
5-3 ABH13 玉石 4 個 なし
5-4 ABH14 玉石 2 個 なし
5-5 AH-4 瓦のかけら なし
5-6 AH-2 陶器のかけら なし
5-7 AH5-a, -b, -c, -d, -e 玉砂利 5 個 なし
5-8 ABH12 花崗岩の台石かけら 3 個 なし
6-1 45120203 瓦 旧陸軍病院
6-2 HK45110511 瓦のかけら 空鞘稲荷神社の南
6-3 HK45110415 瓦のかけら、片面が緑色 紙屋町の西北、緑色の瓦
6-4 ABH16 丸瓦 なし
6-5 丸瓦 なし
6-6 4511303 平瓦 なし
6-7 HK451109-1 丸瓦 なし
6-8 ABH10 福屋前 瓦のかけら なし
6-9 瓦 3 枚 なし
6-10 GK45102003 瓦の先端 なし
6-11 黒い墨？ なし
6-12 AH5 玉砂利 なし
6-13 ABH8 三角形の石片 なし
7-1 清病院 コンクリート なし
7-2 西向寺 コンクリート なし
7-3 HK45110513 本川国民学校奉安殿 玉石 あり
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表 1（続き）
新番号
（箱-No） 資料に付された番号 資料に書かれた内容 材　　　　料 フィールドノートの記録
7-4 島病院の コンクリート なし
7-5 HK45110514 郵便局西 石片 爆心
7-6 451104 　田生命 花崗岩 あり
7-7 HK451105 本川校－相生橋 瓦のかけら
7-8 相生橋の北 陶器
7-9 HK45110511 瓦 空鞘稲荷神社の南
7-10 元安　中島 瓦のかけら なし
7-11 ABH4 瓦のかけら なし





8-6 HK45110409 瓦 煉瓦
8-7 HK45110904 瓦 あり




9-1 HK 島病院 島 スレート 2 枚 なし
9-2 HK451202 清病 青いスレート なし
9-3 HK451202 大本営ノ西　陸病の北部 青いスレート なし
9-4 青いスレート なし
9-5 ABH コンクリート なし





11-1 KH45102712 ABH 平瓦 あり
11-2 KH45102712 ABH 丸瓦 あり
11-3 HK451202 清病 平瓦 なし
12-1 45110412 タイル あり、千代田生命
12-2 HK45110407 日本生命 花崗岩 あり
12-3 HK45110402 コンクリートタイル あり、誓立寺の墓
12-4 KH45102716 ABHiroshima 花崗岩 あり、燈籠の屋根
12-5 HK45110406ABH9 花崗岩 あり、岩見町
12-6 HK45110406 花崗岩 あり
12-7 HK45110406 瓦 なし
12-8 HK45110413 米槽 コンクリート あり
12-9 「・・南線・・特産」逆に印字 陶 なし
12-10 大理石 4 個 なし
12-11 コンクリート なし
13-1 451203 万代橋 コンクリート手すり 45120303
13-2 45111304 芸備銀行本川支店 平瓦 あり
13-3 芸備銀行の 丸瓦 なし
13-4 万代橋の北 200m 瓦 なし
13-5 45110304 芸備銀行本川支店 赤いタイル なし
14-1 451105 横川橋の北 白いタイル あり
14-2 45110503 花瓶 あり
14-3 45110508 寺町 瓦 なし
14-4 瓦 なし
14-5 HK45110510 空鞘稲荷神社 瓦 あり
14-6 瓦 なし
14-7 花崗岩 なし




広島大学総合博物館研究報告Bulletin of the Hiroshima University Museum 7: December 25, 2015  © 広島大学総合博物館Hiroshima University Museum
表 2　ガンマ線測定用資料と原爆誘導放射能 152Eu/Euの測定値
で原爆投下から 40 年が経過した 1988 年当時でも十
分測定可能であった。
　広島市内の 137Cs 降下量を調べるために，表 2 に示
した場所の確定できた 44 個の被爆岩石資料の表面に
ついて縦 5 cm×横 5 cm で切り出し，Ge 半導体検出
器でガンマ線測定を行った。測定した試料を表 2 に示
す。この結果，5 資料から 137Cs が検出された（Shizuma 
et al., 1989）。44 サンプルの広島市内の分布と 137Cs が
検出された資料の位置を図 17 に示す。5 サンプルの
137Cs の表面濃度を表 3 に示す。測定値は測定当時の値
で，137Cs の表面濃度は最大値で 0.48 ± 0.25 mBq/cm2
であった。この値を原爆投下時に半減期補正すると
1.3 ± 0.7 mBq/cm2 ＝ （1.3±0.7） × 107 Bq/km2 とな
る。137Cs 濃度から全核分裂核種による被曝線量を推
定する方法は岡島ら（Okajima et al., 1987）により与
えられている。岡島らは UNSCEAR のデータを基に，








1 1 2-1 第一銀行 451104 タイル 129 880210 83705 72 ± 12
2 2 2-2 住友銀行 花崗岩 255 880211 88900 47 ± 8
3 3 2-3 日本貯蓄銀行 451104 セメント 178 880212 86470 97 ± 12
4 4 3-1 日本貯蓄銀行 451104 コンクリート 178 880331 85270 78 ± 11
5 5 2-4 大同生命 451104 タイル 269 880216 184385 35 ± 6
6 6 2-6 安田生命 451104 セメント 257 880218 156530 61 ± 10
7 7 2-8 安田生命 451104 コンクリート 257 880220 84395 69 ± 12
8 8 3-2 日本生命 451104 花崗岩 163 880221 88530 69 ± 7
9 9 12-2 日本生命 451104 花崗岩 163 880222 35055 79 ± 12
10 4-1 爆心の寺 451104 タイル 880224 33190
11 10 7-2 西向寺 コンクリート 94 880225 44905 88 ± 9
12 11 8-1 西向寺 451109 瓦 94 880225 45450 116 ± 10
13 12 7-1 清病院 コンクリート 55 880228 82810 144 ± 18
14 13 11-3 清病院 瓦 55 880229 86930 120 ± 11
15 14 4-2 清病院 451105 タイル 55 880301 85560 102 ± 10
16 15 7-4 島病院 タイル 0 880114 85920 101 ± 12
17 9-1 スレート 880302 88380
18 16 10-1 広島郵便局 瓦 55 880303 82300 124 ± 11
19 7-5 郵便局西 451104 花崗岩 880305 83180
20 17 12-1 千代田生命 451104 タイル 132 880304 87470 115 ± 11
東部
21 18 1-1 福屋 451027 瓦 715 880306 90240 5.4 ± 2.1
22 19 6-8 福屋 瓦 715 880307 87220 3.5 ± 1.4
23 12-3 誓立寺 451104 コンクリート 880308 84365
24 2-9 広島地方裁 煉瓦 880309 88860
25 12-5 石見屋町 451027 花崗岩 990311 81250
26 8-7 営林署付近 450119 瓦 880315 87025
北部
27 20 5-1 忠霊塔 451027 玉石 213 880312 88600 97 ± 8
28 21 5-8 忠霊塔 花崗岩 213 880314 87075 69 ± 8
29 11-2 忠霊塔 451027 瓦 880316 85580
30 6-3 紙屋町交差点 451104 瓦 880317 87535
31 22 1-9 護国神社 玉砂利 377 871223 170910 56 ± 8
32 23 12-4 燈籠の屋根 451027 花崗岩 344 880320 84290 51 ± 7
33 1-2 大本営跡 451202 瓦 880322 85000
34 6-1 陸軍病院 451202 瓦 880323 86325
35 24 1-7 野砲兵第五隊 451211 瓦 863 880325 57240 4.4 ± 1.5
36 14-5 空鞘神社 451105 瓦 880326 63305
37 25 7-9 空鞘神社 451105 瓦 653 880327 85645 17 ± 4
38 14-3 寺町 451105 瓦 880328 35430
39 14-1 横川橋北 451105 タイル 880330 87355
西南部
40 14-2 横川 花瓶 880320 87065
41 7-3 本川国民学校 玉石 880324 44015
42 26 7-7 本川校-相生橋 451105 瓦 880401 85435 39 ± 5
43 27 13-1 万代橋欄干 451203 コンクリート 890 880213 172515 4.8 ± 3
44 28 13-2 芸銀塚本町支店 451113 瓦 465 880404 42100 24 ± 3
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フォールアウトの降下場所に無限時間留まる場合の 
外部被曝積算線量は 137Cs 表面放射能濃度 1mCi/km2
（= 3.7 × 107 Bq/km2） のとき 0.3 R （旧単位レントゲン
R = 8.76 × 10-3 Gy）に相当するとした。この換算係
数を用いると岩石資料の 137Cs 表面濃度 （1.3 ± 0.7）×





須地区の約 1/10 以下（Shizuma et al., 1989）であった
と推定される。
HK45110406   第一銀行 タイル
ABH11     住友銀行左側 コンクリート壁











3-1 4 日本貯蓄銀行 コンクリート 178 0.48 ± 0.25
2-8 7 安田生命 コンクリート 257 0.31 ± 0.2
4-2 14 清病院 タイル 55 0.32 ± 0.21
6-3 30 紙屋町交差点 瓦 253 0.45 ± 0.21
14-5 36 空鞘神社 瓦 584 0.43 ± 0.23




9-1 15 島病院 瓦 0 12.6 ± 1.3 
10-1 16 広島郵便局 瓦 55 10.9 ± 1.4 
8-1 12 西向寺 瓦 94 11.2 ± 2.0 
12-2 9 日本生命 花崗岩 163 7.7 ± 0.5 
5-1 20 忠霊塔 花崗岩 213 6.5 ± 0.5 
2-8 7 安田生命 コンクリート 253 7.4 ± 1.0 
66 静間　清・佐藤大規
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HK45110405    安田生 コンクリート
HK45102712 日本生命 花崗岩
451109 西向寺 瓦
HK45110412  千代田生命 タイル
図 12　爆心付近（その 2）
HK451202  清病 瓦 （5枚に割れていた）
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図 14爆心の北側（その 1）
ABH12  忠霊塔 花崗岩のかけら3個 AH51, 52 護国神社 本殿南西口の玉砂利
KH45102716 護国神社燈籠の屋根 ABH1  （護国神社の燈籠の頂上）
HK45110511  空鞘稲荷神社の南 瓦
Hk451202  広島大本営跡 瓦
HK45110503  横川橋付近 花瓶
45120203  (旧陸軍病院） 瓦
図 14爆心の北側（その 2）
純物として含まれるコバルトの 59Co(n, γ)60Co 反応に
より生成される 60Co が知られており，爆心からの距
離と被爆鉄材中の 60Co 生成量が測定されてきた。
1976 年（昭和 51 年）金沢大学の阪上らが原爆ドーム
内に可搬型 Ge 検出器を持ち込み，2 時間半の測定を
行ったときのガンマ線スペクトル解析から小村により
52Eu が発見された（小村，1983）。ユーロピウム （Eu） 
は希土類元素であり，岩石中にはわずか数 ppm しか
含まれていないが中性子吸収断面積が大きいので
151Eu(n,γ) 152Eu 反応により生成された 152Eu はガンマ
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本川国民学校奉安殿 玉石 本HK451105   本川校－相生橋 瓦
451203 万代橋 欄干（竹の芯） 45111304  芸備銀行本川支店 瓦
Hk456102708    福屋の西 No.1    瓦 HK4510402 誓立寺の墓 コンクリート




導放射能 60Co の半減期 5 年より長いので DS86 報告
書の中で新しい残留放射能測定データとして使用され
ている （Kerr et at., 1987）。
　152Eu は爆心から 500 m 付近までは 1988 年当時，
Ge 検出器で直接測定できた。岩石を 149μm 以下の粉
末にし，約 30 g をプラスチック容器に詰めて同軸型
Ge 検出器で測定した。爆心から 500 m 以遠では Eu
の化学分離を行い，井戸型 Ge 検出器により 152Eu の
測定を行った。岩石学教室の被爆資料および被爆建造
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物などの 70 サンプルについての測定データは 1993
年に発表された（Shizuma et al., 1993）。岩石学教室
のサンプルについての測定データを表 2 に示す。爆心
からの距離と 152Eu比放射能（安定Euあたりの放射能，
152Eu/Eu）の関係を図 18 に示す。実線は DS86 の基と
なるによる中性子線束を使った Loewe（Loewe, 1983）
による計算値である。現在では被爆資料を集めること
が不可能な爆心付近から 500 m までの多くの残留放
射能データを示すことができた。
　次に岩石資料にはコバルトも 30 ppm 程度含まれて
いる。岩石資料の 152Eu 測定の同じガンマ線スペクト
ル中に 60Co を検出することができた。他の鉄材から
測定された 60Co も含めて図 19 に示す。図には原爆
ドームの鉄材から測定した値も含まれているが，岩石
資料とよい一致を示している。
　図 18 および 19 からわかるように爆心付近で実測
データが計算値より低いことがわかる。このため
DS02 では爆発高度を 580 m から 600 m に修正し，爆
発威力を 15 kt から 16 kt に修正された。この結果，
DS02 においては残留放射能の測定データと計算値は



















































和展示に本資料の一部を展示した。また平成 25 年 7























































1 1-1 平瓦のかけら HK45102708
※ 2
ABH※ 3 福屋の西 福屋の西側
2 1-5 瓦のかけら ABH-3 －
3 1-7 瓦のかけら － 3 つに分裂
4 1-8 瓦のかけら －
5 3-3 桟瓦 45120305 大手町 大手町
6 5-5 瓦のかけら AH-4 －
7 6-1 丸瓦 4（5120203）※ 4 （旧陸軍病院） 2 つに分裂
8 6-4 丸瓦 ABH16 －
9 6-5 丸瓦 －
10 6-6 桟瓦のかけら 4511（3）03 －
11 6-7 丸瓦 HK451109（-1） － 2 つに分裂
12 6-8 瓦のかけら ABH（1）0　 福屋前 福屋の前
13 6-9 平瓦のかけら － 2 つに分裂
14 6-10 瓦のかけら GK45102003 －
15 7-7 瓦のかけら HK451105　 本川校ー相生橋 相生橋付近
16 7-9 瓦 HK45110511　 □□ノ為カ （空鞘稲生神社の南）
17 7-10 瓦のかけら 元安　中島 元安橋付近 2 つに分裂
18 7-11 瓦のかけら ABH149 －
19 8-1 平瓦 （HK 西向寺） （西向寺）
20 8-2 獅子口のかけら ABH7 －
21 8-3 丸瓦 ABH7 －
22 8-5 瓦のかけら － 2 つに分裂
23 8-6 棧瓦のかけら HK45110409 （大手町 2 丁目付近）
24 8-7 瓦のかけら HK4511（09）04 （八丁堀）
25 8-9 瓦のかけら －
26 8-10 瓦のかけら －
27 8-11 瓦のかけら GK45102001※ 5 － 2 つに分裂
28 9-5 瓦のかけら －
29 10-1 平瓦 HK4511（04）　 爆（心　広島郵便局） （広島郵便局）
30 10-2 獅子口のかけら △爆心地付近
31 10-3 平瓦 △爆心地付近
32 10-5 平瓦 ABH －
33 11-1 平瓦 ABH KH45102712 （基町）
34 11-2 丸瓦 ABH KH45102712 （基町） 2 つに分裂
35 11-3 平瓦 （清病） （清病院） 6 つに分裂
36 13-2 平瓦 45111304 芸備銀行本川支店 芸備銀行本川支店
37 13-3 丸瓦 （芸備銀行の） （芸備銀行本川支店）
38 13-4 桟瓦 （万代橋の北 200m） （万代橋の北）
39 14-3 瓦のかけら （45110508） （寺町） （寺町）
40 14-4 鬼瓦のかけら －
41 14-5 平瓦 HK45110510　 空鞘稲生神社 空鞘稲生神社
42 14-6 丸瓦 －
43 17 桟瓦軒先部分 －
44 17 瓦 N.20°W  □町② －
45 瓦のかけら －
46 桟瓦のかけら －
47 瓦のかけら Kei Hide 広島市相生橋 相生橋 2 つに分裂
48 瓦のかけら －
49 桟瓦のかけら 451104 爆心HK45110414 爆心地付近
50 瓦のかけら 451104 爆心□□□HK45110414 爆心地付近
51 瓦のかけら 4 個 －
52 2-1 タイル HK45110406 （第一銀行便所） 3 つに分裂
53 2-4 タイル （HK45）110404 （紙ヤ）町　（線タウタケ）西 紙屋町
54 2-5 タイル HK45110404　 紙（ヤ町） 紙屋町
55 2-7 タイル HK45110404　 紙屋町 紙屋町
56 2-10 タイル ABH －
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57 3-5 タイル ABH17 －
58 3-7 タイル HK451130　 大手町 大手町
59 4-1 タイル HK45110414　 爆心部ノ寺 （爆心地付近） 3 つに分裂
60 12-1 タイル 45110412 （千代田生命）
61 13-5 タイル 45110304 芸銀銀行本川支店 芸備銀行本川支店




66 2-2 コンクリート壁 ABH11　 （住）友銀行左側 住友銀行の左 3 つに分裂
67 3-1 コンクリート＋モルタル 45110408 大手町　日本貯蓄銀 日本貯蓄銀行
68 7-1 コンクリート 清病院 清病院 5 つに分裂
69 7-2 コンクリートブロック 西向寺 西向寺 4 つに分裂
70 9-5 コンクリートかけら ABH17 －
71 12-11 コンクリート －
72 13-1 欄干 451203 万代橋 万代橋
73 コンクリートのかけらか？ －
74 1-3 灯籠の宝珠・伏鉢 ABH1 － 2 つに分裂
75 2-10 花崗岩タイル ABH －
76 2-11 花崗岩 ABH5 －
77 2-13 花崗岩の台石 ABH15 －
78 5-8 花崗岩の台石かけら ABH12 － 4 つに分裂
79 7-6 花崗岩のかけら （45）1104 （田）生命 △千代田生命
80 12-4 燈篭の笠 ABHiroshima HK45102716 護国神社 3 つに分裂
81 14-7 花崗岩 －
82 17 花崗岩ブロック －
83 花崗岩のかけら －
84 花崗岩のかけら －
85 花崗岩のかけら KH45102704　ABH　KH451027 －
86 4-3 石片 ABH13 －
87 4-4 石片 －
88 7-5 石片 HK45110414　 郵便局西 広島郵便局の西
89 6-13 石片 ABH8 －
90 17 石 －
91 17 石 －
92 17 石片 －
93 17 石片 －
94 17 石製の球 －
95 鉄平石 AH-6 △清病院
96 鉄平石 清病院 清病院
97 鉄平石 △清病院
98 12-10 大理石 － 4 個
99 5-1 玉石 HK 45102711 日清日露戦捷記念碑 7 個
100 5-3 玉石 ABH13　 忠 日清日露戦捷記念碑 4 個
101 5-4 玉石 ABH14 － 2 個
102 7-3 玉石 （HK45110514） （本川国民学校奉）安殿 本川国民学校 2 個
103 5-7 玉砂利 AH5-a,b,c,d,e －
104 6-12 玉砂利 AH5 □ －
105 16 玉砂利 （護国神社） 409 個
106 玉砂利 － 2 個
107 2-3 セメントのかけら （HK45110408） （日本貯蓄銀行） （日本貯蓄銀行） 3 つに分裂
108 1-4 陶器のかけら ABH2 －
109 5-6 陶器のかけら AH-2 － 3 つに分裂
110 7-8 陶器のかけら （相生橋の北） 相生橋の北
111 12-9 陶？ 南線　特産（逆字） － 4 つに分裂
112 陶器のかけら HK45110511 空鞘稲生神社付近
113 陶器のかけら －
114 9-1 スレート HK 島病院 （島） 島病院 2 つに分裂
115 9-2 スレート HK451202 （清病） （清病院）
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総合博物館に寄託された際に再調査を行い作成したもので，材料ごとに分類している
※ 1 採取場所の（ ）は秀敬氏のフィールドノート等からの推定，△は筆者の推定
※ 2 HK=Hide kei，45102708＝ 1945年 10月 27日に採取した 8番目の標本
※ 3 資料に記されている情報の（ ）内は表 1によって補ったもの






































小村和久（1983）：可搬型 Ge 検出器による環境放射能の in 





























116 9-3 スレート （HK451202) （大本営の西　陸病の北部） （大本営跡の西？島病院？）
117 9-4 スレート HK451202 （島病院）
118 17 スレート －
119 17 スレート －
120 2-9 レンガ （広島地方裁） （広島地方裁判所）
121 3-6 レンガ －
122 2-12 木製の把手 －
123 14-2 花びんのかけら － 10 つに分裂
124 8-4 不明 HK45110502 －
125 不明 －
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